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【手続補正書】
【提出日】平成24年9月20日(2012.9.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技領域における遊技を統括的に制御する遊技制御装置と、
　前記遊技制御装置からの指令に対応して当該遊技機に関わる所要の制御を行う従属制御
装置と、を備え、
　所定の始動条件が成立したことに基づき遊技領域にて補助遊技を実行し、該補助遊技の
結果に対応して遊技者に特典を付与する特別遊技状態を発生可能な遊技機において、
　前記遊技制御装置は、
　前記従属制御装置に指令を出力するための通信用ポートと、
　所定の起動信号に対応して前記通信用ポートを初期状態にする初期化手段と、
　遊技制御プログラムにより所要の演算処理を行う演算処理手段と、
　前記演算処理手段によって更新される情報が記憶され、当該遊技機への電源供給が停止
しても前記記憶された情報の記憶保持が可能な記憶手段と、を備え、
　前記演算処理手段は、
　前記起動信号の発生後に、前記記憶手段に記憶保持された情報の正当性を判定する正当
性判定手段と、
　前記通信用ポートを前記初期状態のまま所定時間維持するための維持タイマを、前記正
当性判定手段によって正当性が判定される前記記憶手段に記憶された情報を更新すること
なく計時するタイマ計時手段と、
　前記記憶手段のすべての領域を初期化する初期化指示を受け付ける初期化指示受付手段
と、
　前記初期化指示受付手段が前記初期化指示を受け付けたことに基づいて前記記憶手段を
初期化する記憶手段初期化手段と、を備え、
　前記従属制御装置は、
　前記通信用ポートが前記初期状態を維持している間に起動し、該通信用ポートからの指
令を受信可能な指令受信可能状態となるとともに、
　前記演算処理手段は、
　前記タイマ計時手段によって前記維持タイマの更新が開始される前に、前記初期化指示
受付手段が前記初期化指示を受け付けたか否かを確認するために、前記初期化指示受付手
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段から前記初期化指示の読み込みを行い、
　前記初期化指示受付手段が前記初期化指示を受け付けたことが確認された場合には、前
記記憶手段初期化手段によって前記記憶手段を初期化することを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　前記遊技制御装置には、更新可能な情報が記憶されて、且つ前記正当性判定手段による
正当性判定の対象とならない判定対象外記憶領域が備えられ、
　前記タイマ計時手段は、該判定対象外記憶領域を用いて前記維持タイマを計時すること
を特徴とする請求項１に記載の遊技機。
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